
10

を
受
け
入
れ
、
妊
娠
、
分
娩

さ
せ
、
子
牛
を
哺
育
育
成
し
、

市
場
出
荷
、
若
し
く
は
、
繁

殖
牛
と
し
て
供
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
繁
殖
牛
舎
と

し
て
基
本
施
設
が
一
式
揃
う

こ
と
、
近
年
の
建
設
資
材
の

高
騰
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
令
和
５
年
度
の
整
備
を

も
っ
て
、
環
境
整
備
を
除
い

て
、
一
時
立
ち
止
ま
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
整
備
に
あ
た
り
設
置
し

た
和
牛
農
家
、
農
協
、
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
及
び
振

興
局
な
ど
の
関
係
機
関
か
ら

な
る
「
お
び
ら
和
牛
産
地
戦

略
策
定
検
討
委
員
会
」
に
よ

り
ま
す
と
、
当
面
必
要
な
施

設
は
、
繁
殖
牛
　
頭
規
模
と

３６０

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
地
方
創
生
の

事
業
は
、
交
流
人
口
の
増
加
、

定
住
人
口
の
確
保
、
雇
用
を

図
る
と
い
う
目
標
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
建
設
コ
ス
ト
等
の

経
済
状
況
や
繁
殖
牛
の
増
頭

状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

①
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
森
林
環
境
保
全
整
備
事

業
に
つ
い
て

②
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
と

取
組
み
に
つ
い
て

　
板
　
垣
　
良
　
二

①
定
例
会
初
日
の
行
政
執
行

方
針
で
、
森
林
環
境
の
保

全
・
整
備
に
つ
い
て
、
木
材

を
活
用
し
た
公
共
施
設
の
整

備
等
に
つ
い
て
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
、
発
展
を
図

り
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
部
分
で
の
活
用

等
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
８
割
の
森
林
面

積
を
要
す
る
町
内
の
森
林
環

境
保
全
整
備
に
つ
い
て
民

有
・
公
有
も
含
め
、
今
後
ど

の
よ
う
な
整
備
を
し
て
森
林

を
守
る
の
か
町
長
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

②
　
年
よ
り
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

２０２１
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、
町
内

の
小
中
学
生
１
人
１
台
の
端

末
機
が
整
備
・
導
入
さ
れ
ま

し
た
が
、
導
入
に
伴
い
学
校

で
の
活
用
等
の
現
状
が
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
学
校
教
育

現
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
方
向

性
等
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
の
考
え
を
伺
う
。

①
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
間
伐
に
よ
る
森
林
管
理

の
推
進
、
木
材
利
用
等
、
森

林
整
備
を
推
進
す
る

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

①
脱
炭
素
化
に
よ
る
「
森
林

吸
収
量
の
確
保
・
強
化
を
図

る
施
策
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
公
有
林
だ
け
で
は

な
く
、
民
有
林
を
含
む
森
林

整
備
の
促
進
や
算
定
対
象
と

な
る
森
林
の
確
保
が
重
要
と

な
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
、

道
、
森
林
組
合
と
の
連
携
に

よ
り
、
譲
与
税
を
活
用
し
た

間
伐
に
よ
る
森
林
管
理
の
推

進
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普

及
啓
発
等
計
画
的
な
森
林
整

備
を
推
進
し
、
森
林
認
証
制

度
を
利
用
し
た
施
設
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
。
引
き
続

き
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、

需
要
喚
起
策
を
推
進
し
、
森

林
管
理
に
対
す
る
理
解
の
浸

透
を
図
る
。

②
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
力
の

向
上
と
研
究
支
援
を
図
る

教
育
長
　
金
澤
弘
幸

②
令
和
３
年
度
よ
り
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
１

人
１
台
端
末
の
活
用
が
ス

タ
ー
ト
し
て
今
年
で
２
年
目

を
迎
え
、
１
年
目
は
校
内
で

の
活
用
、
２
年
目
か
ら
は
持

ち
帰
っ
て
の
活
用
で
取
り
組

み
が
進
ん
で
き
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
学
習
機
会

が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が
起
き
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
リ
モ
ー

ト
学
習
を
行
い
全
児
童
生
徒

の
学
び
を
保
証
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
朝
の
健
康

状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
や
家
庭
と

の
連
絡
ツ
ー
ル
、
欠
席
時
の

授
業
配
信
や
時
間
割
予
定
等

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
を

使
い
自
ら
の
考
え
を
表
現
し

た
り
、
課
題
等
を
把
握
し
た

り
、
手
本
と
な
る
動
画
等
を

見
て
課
題
解
決
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
特

別
な
も
の
で
は
な
く
、
筆
や

鉛
筆
同
様
な
学
習
用
具
と

な
っ
て
い
る
。
本
町
で
は
、

教
育
研
究
所
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ア

チ
ー
ム
を
作
り
、
年
４
回
特

別
委
員
会
に
お
い
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
の
基
準

や
ア
プ
リ
作
成
の
関
係
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
課
題
点
や
解

決
策
等
を
探
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
リ
モ
ー
ト
に
よ
る

全
教
職
員
対
象
の
研
修
会
を

実
施
し
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

指
導
力
の
向
上
に
努
め
て
お

り
、
町
教
委
と
し
て
も
こ
れ

か
ら
の
研
究
に
つ
い
て
支
援
、

要
望
に
応
じ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

◆
補
足
説
明

　
経
済
課
長
　
富
　
樫
　
治
　
彦

①
森
林
環
境
譲
与
税
の
予
算

計
上
に
つ
い
て
、
総
額
２
千

　
万
円
程
を
予
算
充
当
で
考

２２０え
て
い
る
。
内
訳
は
、
林
業

振
興
費
で
　
万
円
、
財
産
管

５６０

理
費
で
１
千
　
万
円
で
林
業

６５８

振
興
費
の
内
、
私
有
林
等
整

備
事
業
補
助
金
　
万
円
や
管

４５０

理
シ
ス
テ
ム
保
守
委
託
料
等

に
充
当
し
て
い
る
。
財
産
管

理
費
に
つ
い
て
は
、
臼
谷
イ

ベ
ン
ト
広
場
の
整
備
事
業
、

鬼
鹿
小
公
園
整
備
事
業
に
合

わ
せ
て
１
千
　
万
円
を
充
当

６５０

し
て
い
る
。
単
価
の
設
定
に

つ
い
て
は
、
北
海
道
の
定
め

る
標
準
単
価
の
　
％
以
内
で

８５

設
定
し
て
い
る
。
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